
時間 月日 内容

１時間目 9月10日 適性検査

２時間目 10月3日 職種業種調べ

３時間目 10月26日 企業調べ

４時間目 11月18日 職業人講話

５時間目 12月11日 起業家講話

６時間目 1月3日 起業チャレンジ

７時間目 1月26日 職場体験

８時間目 2月18日 進路先調べ

職業を考えよう
例

＊①上限６校
②上限20ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

令和３年度 高等学校職業教育ビジョン推進事業

★革新技術の実践力
★異業種への理解
★六次産業化などへの対応力

即戦力となる実践力の養成〜スピード感あるプログラムの開発・実践〜

★県内企業や業種の魅力を発見
★進路（職業）選択能力育成
★職業理解や県内U･Iターン就職

職業科系
（総合学科）

教 員

新時代に必要な職業観の育成

教 員

普通科系
（総合学科） ○学校で開発・実践

○コーディネーター配置
○外部人材と協働開発

『産業人材育成プロジェクト』

企業・大学等

①職業発見・自己開発プログラム
・社会変革期を生きる多分野の職業を学び、適性や可
能性の発見に繋げ、職業選択の幅を拡げる。

例：協力企業にＶＲ等で疑似インターン体験、企業の
広報戦略体験 等

②起業・事業承継研究プログラム
・産業構造の変化の中で、担い手不足の伝統産業の継
承や新分野進出へのチャレンジ意欲を喚起する。

例：Y-NEXT参加、起業・社内ベンチャー事例研究、
「起業家教育カリキュラム」実践 等

※①と②でモデル校４校

①革新技術実践プログラム
・大学や企業と連携した課題研究
・学んだ知識の新分野への応用力育成を図る。
例：機械系生徒が５Ｇを学び、生産工程における

データ処理・遠隔操作の活用（ＤＸ）を探る。
②異業種理解プログラム
・学科横断型の実践学習
・専門以外の学習で新たな着想に繋げる。
例：商業系生徒が「ＶＲ」の技術を学び、

販売における宣伝力向上に役立てる。

※①上限６校 ②上限２０プログラム
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